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世界にひろがるフランス語への扉を開く。 
 

PFC プロジェクト*の研究成果をまとめた 1 冊を 

日本の学習者・語学教師向けにアレンジした日本語版。 

記述的な視点から，さまざまなフランス語を音声つきで解説。 

フランス語の多様性を見渡す最新の書。 
*PFC（Phonologie du Français Contemporain）プロジェクトとは 

音声コーパスを通じて現代フランス語の音韻論を構築するための研究プロジェクトです。 
 

   WEB で世界のフランス語が聞ける！（2019年 2月上旬 開設予定） 
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第Ⅱ部から第Ⅶ部のはじめの 1 章は 

地域ごとに言語の社会的背景・ 

言語特徴を解説。 

第Ⅰ部では，言語調査法や 

フランス語をめぐる諸問題を概観。 

本文見本 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

「日本語版はじめに」より 
 一旦教室に入り，フランス語を学習し始めると，1 つのフランス語という幻想，あるいは，理想が頭の中にどっし

りと居座ってしまう。学習者と教師はともに，まるで魔法にかかったかのように，フランス語に多様性があること

をすっかり忘れて，ただ 1 つの規範的なフランス語 を教え・学ぶことに没頭するのである。本書の読者は，「やは

りフランス語も１つではなかったのだ」という，至極当然とも思える事実を再確認し，同じことはどんな言語につ

いてもいえると気づくであろう。 
 

 

 

本書に出てくるキーワード 
社会言語学／FLE／音声・音韻／形態論／語彙論／統語論／正音学／シュワー／リエゾン／前方の /R/ 音・後方の /R/ 

音／母音対立の弱化（ /a/～/ɑ/, /ɛ/～/e/, etc.）／無音の h／位置の法則／韻律・プロソディー／二重母音／長母音化

／子音脱落／音素配列／類推／コード・スイッチング／移民のことば／クレオル言語／ダイグロシア／新語／翻訳

借用／造語／省略形／借用語／逆さことば verlan／septante, huitante, nonante／フランコ・プロヴァンス語／オック

語／オイル語／ワロン語／フランコフォニー／フランコフォン／ミチフ・フランス語／アカディア … etc. 

実際の会話を対訳・注釈つきで紹介。 

音声は無料ウェブサービスで。 


